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 基本仕様

■燃料の発熱量は、下記数値を使用する。

■ボイラ効率の算出条件

※ボイラ効率の誤差±1％、燃料消費量の誤差±3.5％

■実際蒸発量は、給水温度15℃、蒸気圧力0.49MPaを基準とする。
■仕様一覧

燃料種 低発熱量 密度
灯　油 43.5MJ/kg 0.80g/cm3

A重油 42.7MJ/kg 0.86g/cm3

運転圧力 0.49MPa 給水温度 15℃
熱勘定方式 JIS B 8222 給気温度 35℃

　注1 給水温度85℃以上の場合は、高温水仕様となります。（SI-1500VHのみ）
　注2 使用圧力範囲を超えると安全弁より蒸気漏れや吹き出しが発生するおそれがあります。
　　　ボイラの蒸気圧力設定が使用圧力範囲を超える場合は、別途お問い合わせください。
　注3 A重油をご使用の場合はJIS1種1号を推奨します。
　　　燃料中の硫黄分と結露水により排気筒内面が腐食します。また腐食物の飛散により屋根、建屋、
　　　その他周囲のものを腐食させたり汚したりすることがあります。よって、硫黄分の低いJIS1種1号を
　　　推奨します。
　注4 使用圧力範囲未満の蒸気が必要な場合は、減圧弁等の設置が必要です。

公益財団法人日本小型貫流ボイラー協会「ボイラ性能表示基準値」

熱出力、燃料消費量、設備電力は公益財団法人日本小型貫流ボイラー協会「小型貫流ボイラー性能表示ガイドライン」（2017年3月21日版）による。

要目 単位
SI-1500VH SI-2000VH

灯油 A重油 灯油 A重油

本
　
　
体

ボ イ ラ 種 類 ─── 小型ボイラ（多管式貫流ボイラ）
取 扱 者 資 格 ─── 事業主による『特別教育』受講者以上
最 高 圧 力 MPa 0.98
使 用 圧 力 範 囲 MPa 0.49〜0.88
相 当 蒸 発 量

kg/h
1,500 2,000

実 際 蒸 発 量 1,258 1,677
熱 出 力 kW 940 1,254
伝 熱 面 積 m2 9.90
ボ イ ラ 効 率 ％ 90
保 有 水 量 L 138

燃 料 消 費 量
L/h 108.1 102.5 144.1 136.7
kg/h 86.4 88.1 115.2 117.5
kW 1,045 1,393

電
　
　
気
　
　
容
　
　
量

使 用 電 源 ─── AC 200V 50/60Hz 3相
電 源 引 込 線 太 さ mm2 14 22

電源遮断器
定格電流

標 準
A 75

125
イ ン バ ー タ 100

設 備 電 力 kW 9.0 11.75

総 電 気 容 量
5 0 H z / 6 0 H z

標 準
kVA

12.5/11.8 15.8/15.2
イ ン バ ー タ 12.5/12.3 15.8/15.7

送 風 機 kW 6.0 8.0
給 水 ポ ン プ kW 2.5 2.8
オ イ ル ポ ン プ kW 0.3 0.75

製 品 質 量 kg 2,040 2,050
バ
ー
ナ

型 式 / 着 火 方 式
───

強制押込通風油圧力噴霧方式/高圧電気スパーク方式
燃 焼 制 御 方 式/燃 焼 検 知 方 式 三位置制御方式/紫外線光電管

◎・・・高機能仕様、　○・・・標準仕様
SI-1500VH SI-2000VH

品
　
　
　
名

給水ポンプ
標準水 ○

○
高温水 ○

ケーシング

無 ○ ○
左右有 ○ ○
左有 ○ ○
右有 ○ ○

給水流量計
無 ○ ○
有 ◎ ◎

油流量計
無 ○ ○
有 ◎ ◎

高濃縮ブローバルブ 2
無 ○ ○
有 ◎ ◎

インバータ
無 ○ ○
有 ◎ ◎


